
　
社
会
環
境
や
経
済
情
勢
が
変
化
す

る
な
か
で
、
市
内
の
産
業
が
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
者
や
経
済

団
体
、
行
政
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
認

識
し
、
協
力
し
て
産
業
の
振
興
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　
産
業
の
振
興
は
市
民
生
活
を
支
え

る
基
盤
で
あ
り
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
市
内
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
強

化
や
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

は
、
雇
用
の
創
出
や
地
域
住
民
の
生

活
向
上
、
地
域
内
経
済
の
循
環
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
　
　

　　
市
内
の
企
業
や
市
民
が
得
た
所
得

（
お
金
）
を
な
る
べ
く
市
内
で
消
費

す
る
こ
と
で
、
市
内
の
事
業
者
や
企

業
の
収
入
が
増
え
た
り
雇
用
が
生
ま

れ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
】
商
工
振
興
課
（
本
庁
３
階
）
☎
54-
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筑
西
市
産
業
振
興
条
例
を
制
定

制
定
日　
令
和
３
年
12
月
24
日

 

な
ぜ
条
例
を
制
定
し
た
の
？

 

な
ぜ
産
業
の
振
興
が
必
要
な
の
？

 

地
域
内
経
済
の
循
環
っ
て
？

みんなで力を
合わせよう

生産・販売

生産・販売
への還流

筑西市

分配（家計・企業）

給料 利益

支出（消費・投資）
消費

※市内で消費や投
　資をすることで
　所得が戻る。

【筑西市内経済循環イメージ図】

設備投資

下
館
商
工
会
議
所
会
頭

関  
正
夫
さ
ん
を
名
誉
市
民
に
推
戴

　
12
月
17
日
、
令
和
３
年
第
４
回
筑

西
市
議
会
定
例
会
で
「
筑
西
市
名
誉

市
民
の
称
号
等
を
贈
る
こ
と
に
つ
い

て
」
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
関せ

き
正ま

さ
お夫

下
館
商
工
会
議
所
会
頭
に
、
筑
西
市

名
誉
市
民
の
称
号
と
名
誉
市
民
章
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
関
会
頭
は
、
昭
和
50
年
に
同
会
議

所
会
頭
に
就
任
し
て
以
来
、
こ
れ
ま

で
16
期
46
年
に
わ
た
り
地
元
商
工
業

の
発
展
及
び
地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
き
ま
し
た
。令
和
２
年
２
月
に
は
、

企
業
活
動
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
や
教

育
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、
地
域
に
根
差
し
た
全
国
の

企
業
経
営
者
を
顕
彰
す
る
「
渋
沢
栄

一
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
さ
ら
に
、
経
営
理
念
で
あ
る
「
地

域
に
育
て
ら
れ
、
地
域
に
ご
奉
仕
す

る
」
の
実
現
の
た
め
、
長
年
に
わ
た

り
奨
学
生
支
援
や
基
金
に
よ
る
地
域

貢
献
団
体
へ
の
寄
付
を
は
じ
め
、
ス

ポ
ー
ツ
、
科
学
、
芸
術
振
興
な
ど
幅

広
い
分
野
で
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
私
の
よ
う
な
者
を
名
誉
市
民
に

推
挙
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
変
化
の
激
し
い
時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
商
工
業
者

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
筑
西
市
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」。

【略　歴】
昭和 35年　関彰商事（株）入社
昭和 39年　同社代表取締役社長
昭和 50年　下館商工会議所会頭
昭和 59年　茨城県社会福祉協議会会長
平成 ５ 年　藍綬褒章受章
平成 15年　旭日重光章受章
令和 ２ 年　渋沢栄一賞受賞
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